
第26回

各隊員の活動を詳しくお伝えする地域おこし協力隊通信。第26回は原教典さんの活動を紹介します。

地域おこし協力隊として、
もうすぐ一年を迎えます
小鹿野町の鳥獣害対策に携わ

るため、地域おこし協力隊として
活動を始めてから、あっという間

に10カ月が経ちました。
小鹿野町は昔から縁のある土地だったため、
生活にはすぐに慣れることができました。しかし、
新しい環境で、なおかつ未経験の分野に飛び込
んだこともあり、毎日が新鮮で、難しいことも多
かった印象です。
　着任当初は右も左も分からず、視察や研修の
日々でしたが、現在は三田川支部をフィールドに、
師匠に支えていただきながら毎日奮闘しています。
初めて獲物がかかった時のことは、今でも鮮明

に覚えています。
まだ暗い早朝、仕掛けた罠を見回っていたとこ

ろ、昨日まではそこにいなかった鹿が、静かにそ
こに立っていました。目が合った瞬間、「今からこ
の命を奪ってしまうんだ、、、」という現実が押し寄
せ、さまざまな感情が頭を巡りました。
師匠に応援に来ていただき、その場で「生きる
強さ」や「命の重さ」を肌で感じました。猟師とい
う仕事は、本当に命と向き合う仕事なのだと圧倒
されたことを覚えています。
　この時に抱いた感覚・感情を忘れず、これから
も事故なく、真摯に取り組んでいきたいと思って
います。

多くの方との出会い
ありがたいことに、地域おこし協力隊になって
から、地方を盛り上げようとしている多くの方々
と出会う機会をいただきました。
全国で地域づくりに取り組む方、小鹿野町の関

係人口を増やそうと活動されている方など、さまざ
まな考え方や挑戦に触れ、日々刺激を受けています。
その中で、ある地域の元地域おこし協力隊の
方から伺った言葉が、とても印象に残っています。
「最初はその土地の良さに感動して来ても、だ
んだん慣れて、その感覚を忘れてしまう」その言
葉を聞いた時、まさにその通りだと感じました。
小鹿野町に来た当初は、満天の星空、澄んだ空

気、美しい景色、多くの魅力を日々感じていました。
しかし、人は環境に慣れていく生き物です。気
がつかないうちに、そのありがたさを当たり前の
ように感じ始めていた自分がいたように思います。

今あるものに感謝
　私は、小鹿野町で実現したいことがあり、地
域おこし協力隊を志願しました。
もちろん、より良い未来に向かって行動するこ

とは大切です。しかし同時に、今ある環境や人、
自分自身を整え、感謝することも同じくらい大切
なのではないかと感じています。
　私自身、意識しないと忘れてしまいがちなこと
ではありますが、これからもこの土地、人との出
会い、日々起こる出来事に感謝しながら、一歩
ずつ取り組んでいきたいと思います。

原原

新 地域おこし協力隊通信

　秩父地域の観光プロモーターで
ある、おもてなし観光公社が実施し
た秩父地域の1市4町の調査で、

小鹿野町は入込観光客数が一番低い数値でした。本
町は、町となった歴史は古い町ですが、有名な観光地
でもなく、また、鉄道の無い町でもあるため発展から取
り残されたところがございます。
　このような状況の中、町の持っている良さなどを、町
民一人ひとりが再認識していただき、町への誇り、郷土
愛を育んだりして、自分たちの町をより住みやすい町に
して行こうとする当事者意識「タウンプライド」を醸成し
たり、また、首都圏にありながら日本百名山の両神山な
どの豊かな自然や、小鹿野歌舞伎に代表される伝統
文化などを、「希少な秘境」という新たな価値（独自の
強み）へと180度転換し、都市圏住民(特に若年層)へ
と届けることといたしました。
　これらの試みをシティプロモーション事業として整理
し、この事業のブランドコピー(ブランドメッセージを一
言で表した言葉)を｢終点の先、秩父の秘境へ。おがの
まち｣としました。
　終点の先とは、鉄道が通っていないこの地を指し、
秩父地域の中でもさらに奥する位置にあることを表し
ています。秘境とは、まち独自の魅力に「秘境」という
言葉を重ね、まだ知られていない魅力や、引き継がれて

きた暮らしや伝統文化などの価値へのロマンやノスタ
ルジーを感じて欲しいという思いを込めています。お
がのまちとは、漢字では読みづらい「小鹿野町」をあ
えてひらがなで表記することで、よみやすさ、やわらか
さ、親しみやすさを持たせています。
　ロゴマークは、町名に含まれる｢鹿｣の美しいシル
エットの中に、花と歌舞伎と名水のまち小鹿野町を形
作る8つの魅力的な要素が散りばめられています。
　この事業は、SNS等を活用して発信して行くために
地域住民が主体となる「町民編集部」を公募により立
ち上げ、編集部員は自らの足で地域の情報を集め、自
分たちの言葉で記事を作成しサイトで発信し続けてく
れています。また、町外の小鹿野町に関心を持つ方と
町民をつなぐオンラインコミュニテイも設置されていま
す。
　これらの取り組みが評価され、この度、英国の世界
的メディア企業が主催するアジア太平洋地域で最大
級かつ最も権威のある広報コンテストで、国家レベル
の巨大プロジェクトを抑えて、本町のシティプロモーショ
ン事業が公共部門で最優秀賞を獲得いたしました。
　この事業は産声を上げたばかりですので、これから
地道に息の長い展開が必要ですので、町民の皆様の
ご協力をお願いいたします。

小鹿野町長　森 真太郎

シティプロモーション事業
｢終点の先､秩父の秘境へ｡おがのまち｣

こんにちは
町長です

11広報 おがの 8月号

子
育
て
支
援

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

図
書
館
・
生
涯
学
習

病
院
・
医
療

無
料
相
談

健
康
づ
く
り

み
ん
な
の
広
場

情
報
版


	2608ogano_web-cleaned.pdfから挿入したしおり
	2608-0128
	2608-0203
	2608-0405
	2608-0607
	2608-0809
	2608-1011
	2608web


